
『中級へ行こう』学習項目一覧及び語彙ネパール語訳



学習 項目一覧

第１課　ファストフード

/1 N1といえば、N2だ（N1の代表 的な例N2を表す。）

N1 भनेको N2 हो (N1 को मुƥ उदाहरण N2 ले जनाउंदछ ।)

/2 も（数量を表す語と共に使われ、数量が多い（大きい）ことを評  価する。）

सʃ, पिन (संƥा जनाउने शɨसंग Ůयोग गरी, धेरै संƥा (ठुलो) को मूʞांकन गįर̢छ ।)

/3 Nは～こと、～ことだ（理由・原因などを列挙する。）

N～िकनभने～हो (कारण, Ůभाव आिदलाई सूचीबȠ गदŊछ ।)

/4 Vマス始める・Vマス終わる（動作やできごとの開始や終 了を表す。）

V शुŜगनुŊ, V अȶ गनुŊ (कायŊ वा घटनाको शुŜ वा अȶ जनाउंदछ ।)

第２課　地震

/1 ～のでしょうか（疑問に思うことを丁寧に問いかける。）

(मनमा लागेको कुरा िवनŲ शैलीमा सो̡नु ।)

/2 「自動詞・他動詞」の整理

/3 V（よ）うとしても、Vナイない（動作を実現しようと努力するが、実現していないことを表す。）

V गरेपिन, V Šँदैन (कायŊ पुरा गनŊ मेहेनत गछŊ  तर, पुरा नभएको जनाउंछ ।)

/4 ～のは～だ（後件で言いたいことを述べる。）

～भनेको～हो (पिछʟो वाƐमा भɄ खोजेको कुरा वयान गįर̢छ ।)



/5 「自動詞－ている・他動詞－てある／ておく」の整理

第３課　最近の子ども

/1 V[普通形]ようなN（例を表す。）

V [普通形] जˑो N (उदाहरण िदएर वयान गįर̢छ ।)

/2
Nばかり・Vテばかりいる（同じ物がたくさんある、同じことを何度もするという意味を表す。マイナスの意味

で使われることが多い。）

N माũै, V माũै छन् (एउटै सामान धेरै छन् एउटै कायŊ धेरै पटक गनुŊको अथŊ जनाउंदछ । नकाराȏक अथŊ जनाउन बिढ Ůयोग गįर̢छ ।)

/3 Nを欲しがる・Vマスたがる・Vマスたがらない（第三者の願望を表す。）

N चाहनु, V गनŊ चाहनु, V गनŊ नचाहनु (तेŷो ʩİƅको इǅा चाहना जनाउंदछ ।)

/4 ついVテしまう（してはいけないと思っていることを無意識にしてしまう。後悔の意味。）

चाल नपाई/केिह नसोिच V गनुŊ (गनुŊ Šँदैन भनेर थाहा िथयो तर चाल नपाई गनुŊ । पछुटाउनुको अथŊ ।)

～को～कारणले (「～からだ」 ले 「～(の)は」 कारण जनाउंदछ ।)

/6 Nのようだ・Nのように（V／A／Na）・N１のようなN2（他の物にたとえる。）

N को जˑै, N को जˑो (V/A/Na), N1 को जˑो N2 (अɊ बˑुसंग तुलना गनुŊ ।)

第４課　日本のイメージ

/1

Vテいく・Vテきた

（Vテいく：今を基準として、今後の推移、変化を表す。

Vテきた：今を基準として、以前から今までの推移、変化を表す。）

(Vテいく: वतŊमानको मापड̜द अनुसार, भिवˈको अनुमान, पįरवतŊन जनाउंदछ ।
 Vテきた: िवगत बाट वतŊमान सʃको मापड̜द अनुसार, भिवˈको अनुमान, पįरवतŊन जनाउंदछ।)

/5 ～（の）は～からだ（「～からだ」で「～（の）は」の理由を言う。）



/2 ［表／グラフ］で見ると、～ことがわかる

[तािलका/Ťाफ] बाट हेयŖभने, ～भɄे थाहा Š̢छ

/3 N1のようなN2（N2の例をN1で表す。）

N1 को जˑो N2 (N2 को उदाहरण N1 ले जनाउंदछ ।)

/4 XはYほど～ない（XもYも同じぐらい～だが、比べるとXはYよりは程度が低いことを表す。）

X चािहँ Y जिȅ～छैन (X पिन Y पिन बराबर जˑै～छ तर, तुलना गदाŊ X चािहँ Y भȽा कम तह जनाउंदछ ।)

/5 「比較」の整理

第５課　睡眠

/1 A／Naさ（形容詞を名詞化して使う。）

(िवशेषणलाई िŢया िवशेषणको Ŝपमा Ůयोग ।)

/2 連用中 止（動詞文やい形容詞文の接続のしかたの一つ。並列や理由を表す。）

(िŢया वाƐ वा いिवशेषण वाƐको जोड्ने एक तįरका । समानाȶर वा कारण जनाउंदछ ।)

/3 ～ものだ（本来そうだと思われることを表す。）

～Ůायजसो, धेरैजसो (सामाɊतया ȑिह हो भनेर िवचार गरेको जनाउंदछ ।)

/4 「もの・こと」の整理

/5 ～ということだ（伝聞表 現）

～भनेको िथयो (कसैले भनेको कुरा जनाउन)

/6 長い文の練習



第６課　日本人の発明

/1 N によって［受身］（何かを生み出す意味の動詞を受身で用いる時、その行為者を「N によって」で表す。）

(कुनै सृजना गरेको अथŊलाई िŢयाको कमŊवाǉबाट Ůयोग गनő बेला, ȑस कायŊगनő ʩİƅलाई 「N によって」 ले जनाउंदछ ।)

/2 ～ため（に）（原因／理由を表す。）

～िकनभने (कारण/Ůभावलाई जनाउंदछ ।)

/3 「～ため（に）」の整理 ［原因／理由・目的］

/4 ～まま（同じ状 態が変わらずに続くことを表す。）

～जबसʃ (ȑिह अव˕ा पįरवतŊन नभई िनरȶरतालाई जनाउंदछ ।)

第７課　リサイクルとフリーマーケット

/1 Vタものだ（過去の状 態やよく起こったことを思い出して言う時の表 現。）

V िथयो (िवगतको अव˕ा वा धेरै भएको घटनालाई यादगरी भɄेबेलाको Ůˑुित ।)

/2 ～として（立場・資格・種類をはっきり表す。）

～उˑै (पद, योƶता, Ůकारलाई ˙ʼŜपमा जनाउंदछ ।)

/3 ～といっても（実際は～から考えられるものとは違う。）

～भनेपिन (साँǄै भɄे हो भने～सोचेको भȽा फरक ।)

/4 V1ルよりV2ルほうが～（２つの行為を比較する表 現 。）

V1 भȽा V2 को～ (दुई कायŊलाई तुलना गनő Ůˑुित ।)



/5
～なら（相手の言ったことや自分で考えたことを主題として取り上げ、それについて意見や判断を伝える時に

使う。）

～भने (िवपƗले भनेको कुरा वा आफूले िवचार गरेको कुरा िबषयगत Ŝपमा िलनु, ȑस िबषयको बारेमा िवचार वा िनणŊय गįर भɄेबेला 
Ůयोग गनुŊ ।)

/6 「なら・と・ば・たら」の整理

/7 Vテ欲しい・Vナイないで欲しい（要望を表す。）

V चाहनु, V नचाहनु (चाहनालाई जनाउनु ।)

第８課　あいづち

/1

～あいだ・～あいだに

（～あいだ：～の期間、ずっと／何回も、ある動作が行われる。

～あいだに：～の期間に1回の動作やできごとが成立する。

　どちらも後件には過去時制も使える。）

(～あいだ：～को अविध, जारी रहनु/धेरै पटक, कुनै कायŊ गनुŊ ।
 ～あいだに：～को अविधमा, एक पटक कायŊ गनुŊ वा गįरसकेको काम पुरा गनुŊ ।
 दुबैको पिछʟो वाƐमा भूतकाल पिन Ůयोग गनŊ सिक̢छ ।)

/2
～わけではない（部分否定を表し、「全部 、いつも」などの副詞とともに使われることが多い。また、直  前

のことから当然予想されることを婉曲 的に否定するのにも用いられる。）

～नŠन पिन स̋छ (केिह नकाराȏक, 「全部、いつも」 जˑा िŢयापद संग धेरैजसो Ůयोग गįर̢छ । ȑसमािथ, भखŊरै िवचार गरेको 

िथयो तर घुमाउरो पाराले    नकानőबेला Ůयोग गįर̢छ ।)

/3 Vル／Vナイないことがある（時々／たまにそういう場合がある／ない。）

V/V नकाराȏक Šन स̋छ (किहलेकािहँ/िवरलै ȑˑो अव˕ा छन्/छैन ।)

/4 V1ルまで、V2（V1の動作が実現するまで、V2の動作をずっと続ける／ V2の状 態が続く。）

V1 सʃ V2 (V1 को कायŊ पुरा नभएसʃ, V2 को कायŊ लगातार Šनु/V2 को अब˕ा भैरहनु ।)



/5 Nによって（状  況に応じて変わることを表す。）

N अनुसार (अब˕ा अनुरसार पįरवतŊन Šने कुरा जनाउंदछ ।)

/6 「N として・N について・N によって」の整理

第９課　男の仕事・女の仕事

/1 ～にともなって（一方の変化とともに他方も変わることを表す。）

～साथसाथै (एकतिफŊ  पįरवतŊनको साथसाथै अɊ पįरवतŊन पिन जनाउंदछ ।)

/2

接続詞［つまり・一方］

（つまり：前の表 現、内容をわかりやすく言いかえる、まとめる。

　一方：前の文の内容に対立する内容を導く。）

[अथाŊत/एकतिफŊ ]

(つまり：अगािडको Ůˑुित, िबषयबˑु बुǝ सिजलोŠने गरी फरक तįरकाले भɄु, संिƗɑ गनुŊ ।

一方：अिघʟो वाƐको िबषयबˑुसंग सामना गनुŊ िबषयबˑुलाई दोहोयाŊउनु ।)

/3 Na／Nである（「Na／Nです」の書きことば。レポートを書く時に使う。）

(「Na／Nです」 लेƣे शɨ । įरपोटŊ लेƣे बेला Ůयोग ।)

/4 使役受身

/5 「受身・使役・使役受身」の整理

/6 Vテ欲しいものだ（公的な場で要望・願望を伝える時に使う。）

V चाह̢छु (सावŊजिनक ˕ानमा माग, चाहना भɄे बेला Ůयोग ।)

第１０課　ことばの使い方

/1 Nによって（手段・方法。書きことばとして使われる。）

N अनुसार (साधन, तįरका । लेƣे बेला Ůयोग गनő शɨ ।)



/2 Vル／Nの代わりに（Vしないで、他のことをする。Ｎ（人や物）ではなく他の（人や物）。）

V/N को सǥामा (V नगरी, नगरी अɊ कायŊ गनुŊ । N(मािनस वा बˑु) नभई अɊ (मािनस वा बˑु)।)

/3

Vテくる・Vテいく

（Vテくる：Vの方向が話し手の位置に向かっている。

Vテいく：Vの方向が話し手から離れていく。）

(Vテくる：V को िदशा वƅाको तफŊ  जानु ।
 Vテいく：V को िदशा वƅाबाट टािढदै जानु ।）

/4 Vルべきだ（社会の中で一般的に妥当・当然だとされることを表す。）

V ŠनुपछŊ  (समाज िभũ साधारणतया उिचत/ˢाभािवक भएको जनाउंदछ ।）

/5 「敬語」の整理

/6 Vナイずに（～ないで）

(～नगरी)



新出語

第１課

話しましょう

ファストフード चाँडै तयार गरेर िदन सƋे खाना, फाː फुड

てん（点） थोɘा

本文

メニュー मेɊु

だいひょうてきな（代表的な） Ůितिनिधमूलक

ハンバーガー हा̢बगŊ

フライドポテト आलु ůाइ

スープ सुप

しゅるい（種類） िबिभɄ Ůकारका

～ちょうえん（～兆円） ～खबŊ येन

りゆう（理由） कारण

てがるに（手軽に） सिजलै

しかし तरपिन

このような यˑो खालको

カロリー Ɛालोरी

せいかつしゅうかんびょう（生活習慣病） दैिनक िजवनसंग सɾİɀत िबरामी

ふやす（増やす） बढाउनु

ひょうじする（表示する） जनाउनु

てきとうな（適当な） िम̵ने खालको

たいじゅう（体重） तौल

おおくの（多くの） धेरै

学習項目

でんとうてきな（伝統的な） परɼरागत

学習項目の練習

もっとも（最も） धेरैजसो

ひじょうに（非常に） एकदम

かんこうきゃく（観光客） पयŊटक

しょくパン（食パン） पाउरोिट

やきとり（焼き鳥） पोलेको कुखुराको मासु

かいてんずし（回転ずし） बेʔमा घुɻे शुसी

だいすきな（大好きな） एकदम मनपनő

いちどに（一度に） एकपटकमा

あっというまに（あっという間に） एſैचोिट

きかんげんてい（期間限定） िसिमत समयको लािग

ちゅうがく2ねんせい（中学2年生） िनɻ माȯिमक िवȨालय दोŷो बषŊ

もったいない खेर जानेगरी



むだづかい（無駄遣い） नचािहने खचŊ

けんこうグッズ（健康グッズ） ˢा˕ सɾİɀ सामŤी

すうねんまえ（数年前） केिहबषŊ अिघ

チェックシート

サムライ सामुराई

さくひん（作品） रचना कृित

作文

フォー िभयतनािम चाउचाउ

ヌードル चाउचाउ

第２課

本文

ストーブ ˑोभ

ガスコンロ ƶांस ˑोभ

ゆれ（揺れ） हİʟनु

おさまる［ゆれが～］（［揺れが～］） ［हİʟन］ रोƋु

あわてる（慌てる） हडबडाउनु हतार गनुŊ

しょくりょう（食料） खाना

そのほか（その他） अɊ

まんいち（万一） कुनै कारणले

れんらくほうほう（連絡方法） सɼकŊ  गनő तįरका

ひなんばしょ（避難場所） संकटमा ब˘े ˕ान

学習項目の練習

つなみちゅういほう（津波注意報） चुनामी साबधानी

ひなんくんれん（避難訓練） संकटकािलन अɷास

ふしぎな（不思議な） अचʃको

こうふくかん（幸福感） खुशीको आभास

もつ［こうふくかんを～］（持つ［幸福感を～］） ［खुशी］ पाउनु

どんどん झनझन

第３課

話しましょう

おや（親） अिभभावक

本文

けいたいでんわ（携帯電話） मोबाइल

スマートホン（スマホ） ˝ाटŊ फोन

ちょうさ（調査） अȯयन अनुसɀान

しょうがくせい（小学生） Ůाथिमक िवȨालय

パーセント（％） Ůितशत



ちゅうがくせい（中学生） िनɻ माȯिमक िवȨाथŎ

せんよう（専用） िबशेष Ůयोगको लािग

タブレット Ǩाबलेट क̱ɗुटर

おとな（大人） वयˋ

ブランド Űाȵ

みかける（見かける） देİखनु

これら िय

こうかな（高価な） महंगो

かず（数） संƥा

ねんねん（年々） बषŔ िपǅे

おうさま（王様） राजा

わりあい（割合） अनुपात दर

～ぎょうめ（～行目） ～रेखामा

学習項目の練習

こまった（困った） सम˟ा

ひとたち（人たち） मािनसहŜ

あやまる（謝る） माफ माưु

サボる अ̵छी गनुŊ

じゆう（自由） ˢतȸ

じゆうな（自由な） ˢतȸ Ŝपमा

たべほうだい（食べ放題） जित मन लाƶो खानु

おに（⿁） राƗस

ぼう（棒） लǪी

おこる（怒る） įरसाउनु

ほっぺた गाला

また अझै

あらわす（表す） देखाउनु जनाउनु

チェックシート

せんもん（専門） िवशेष

作文

なぜなら िकनभने

第４課

話しましょう

イメージ Ůभाव, छिब

本文

おとずれる（訪れる） űमणमा आउनु

りょこうしゃ（旅行者） पयŊटक

じっさいに（実際に） वाˑवमा, सांǄै भɄे हो भने



らいにちする（来日する） आउनु

もつ［イメージを～］（持つ） बोƋु ［Ůभाव～］

ひょう（表） तािलका

ひとびと（人々） मािनसहŜ

れいぎただしい（礼儀正しい） िशʼ, भū, सɷ

ポイント मुƥ िब̢दु, पोइȶ

～にくわえて（～に加えて） ～थɓु

だい～い（第～位） ～ŵेणी

おもてなしのこころ（おもてなしの心） अितिथ सǽार

とし（都市） शहर

けいかん（景観） ̊ʴ, Ůाकृितक ̊ʴ

ユネスコむけいぶんかいさん（ユネスコ無形文化遺産） युनेˋो अमूतŊ सांˋृितक सɼदा

とうろくする（登録する） दताŊ गनुŊ

こんご（今後） पिछ, अबदेİख

こうつうきかん（交通機関） सवारी साधन सुिवधा

はったつする（発達する） िवकास गनुŊ

ちあんがいい（治安がいい） सुरƗा राŲो

せいかつすいじゅん（生活水準） जीवनˑर

ショッピング िकनमेल गनुŊ

なっとう（納豆） िकनेमा

学習項目

グラフ Ťाफ

ちょうしょくをとる（朝食をとる） िबहानको खाना खानु

オレンジジュース सुȶलाको जूस

学習項目の練習

いっきに（一気に） एकै चोिट

がいしょくする（外食する） बािहर खाना खानु

テーマパーク िबिभɄ खे̵ने पाकŊ

まんぞくする（満足する） सȶुʼ Šनु

わふく（和服） जापानी परɼरागत लुगा, िकमोनो

みんげいひん（民芸品） कलाȏक वˑु

けしょうひん（化粧品） ŵंृगारका सामान

こうすい（香水） अȅर

いやくひん（医薬品） औषिध

ふくすうかいとう（複数回答） धेरै उȅर िदनु

にほんしょく（日本食） जापानी खाना

かんこう（観光） पयŊटन

かんこうち（観光地） पयŊटिकय ˕ान

でんしきき（電子機器） िवधुितय सामŤी



ぎじゅつ（技術） Ůिविध िशʙ

すすむ［ぎじゅつが～］（進む［技術が～］） अिघ बढ्नु ［Ůिविध～］

もじ（文字） अƗर

～し（～市） ～शहर

てんどん（天丼） कचौराको भात मािथ तेɆुरा

カツどん（カツ丼） कचौराको भात मािथ ůाइ बंगुरको मासु

作文

あかるい（明るい） उǛालो

ところ ˕ान

しんせんな（新鮮な） ताजा

第５課

話しましょう

すいみん（睡眠） Ǔनġा

～すぎ（～過ぎ） ～बढी

～ときがある（～時がある） ～समयपिन छ

ストレッチする Ōː ेच गनुŊ

ひつじ（羊） भेडा

そのた（その他） अɊ

本文

よなか（夜中） मȯरात

めがさめる（目が覚める） आँखा खु̵नु

おそくまで（遅くまで） अबेला सʃ

かつどうする（活動する） कायŊकलाप गनुŊ

つうきん（通勤） कायाŊलयमा आउनु फिकŊ नु

げんしょうする（減少する） घट्नु

ふちょう［からだの～］（不調［体の～］） िठक नŠनु ［शरीर～］

うったえる［ふちょうを～］（訴える［不調を～］） ［िठक नभएको］ गुनासो/दु;ख पो̏नु

しぜんに（自然に） Ůाकृितक Ŝपमा

ひるま（昼間） िदंउसो

うごかす（動かす） हʟाउनु

～にかんして（～に関して） ～को सɾɀमा

しんけいしつな（神経質な） अȑȶ भावुक/नभŊस

こえがよくでる（声がよく出る） आवाज राŲोसंग िनˋनु

学習項目

きけん（危険） खतरनाक

むしあつい（蒸し暑い） बािफलो हावाले गमŎ Šनु

学習項目の練習

まんぞくど（満足度） सȶुिʼ



くらしやすさ（暮らしやすさ） िजवनयापन गनŊ सिजलो

かんきょう（環境） वातावरण

つゆ（梅雨） वषाŊ ऋतु

カップラーメン  ɗाकेट चाउचाउ

できあがる तयार Šनु

よのなか（世の中） संसार

バカな मूखाŊता

ねんまつ（年末） बषŊको अİȶम मिहना

しゅうきょう（宗教） धमŊ

かんけいがある（関係がある） सɾİɀत Šनु

サンダル चɔल

しんせいな（神聖な） पिवũ

しょくよく（食欲） खाने इǅा, Ŝिच

しんろ（進路） भिबˈको सिह मागŊ

めんせつ（面接） अȶरवाताŊ

しかた गनő तįरका

ます（増す） बढ्नु

たまる［ストレスが～］ Šनु ［तनाव Ōː ेस～］

チェックシート

うり（売り） बेǇु

作文

アンケートをとる सवőƗण गनुŊ

第６課

本文

いカメラ（胃カメラ） पेट जाँच गनő Ɛामेरा

かんでんち（乾電池） ɯािटŌ

サインペン साइनपेन

せんす हातले हʟाउने पंखा

インスタントコーヒー इ̢˒ाȶ किफ, तुरȶ खान िम̵ने किफ

とうじ（当時） ȑस समय

ちゅうもくする（注目する） ȯान िदनु

とっきょ（特許） अिधकार

とる［とっきょを～］（取る［特許を～］） ［अिधकार］ िलनु

べつの（別の） अकŖ

けんさ（検査） जाँच

学習項目

せいじか（政治家） राजिनितǒ

ていしゅつする（提出する） बुझाउनु



たんい（単位） िडŤी

とる［たんいを～］（取る［単位を～］） हािसल गनुŊ ［िडŤी～］

しかく（資格） योƶता

とる［しかくを～］（取る［資格を～］） हािसल गनुŊ ［योƶता～］

学習項目の練習

かいはつする（開発する） आिवˋार गनुŊ

ダイナマイト डाइनामाइत

～し（～氏） ŵीमान～, ŵी～

けんちくか（建築家） वाˑुिवǒ

さいがいきゅうじょ（災害救助） आपतकािलन सहयोग

きぎょう（企業） कɼनी

おおあめ（大雨） ठूलो पानी पनुŊ

しゃりょう（車両） यातायातको साधन

あんぜん（安全） सुरिƗत

こうかいする（後悔する） पछुताउनु

すっかり सɼुणŊ, पुणŊ Ŝपमा

すうがくぎらい（数学嫌い） गिणत मन नपनुŊ

おもいびょうき（重い病気） िसिकˑ िबरामी

たいがくする（退学する） िवȨालय छोड्नु

もうべんきょうする（猛勉強する） धेरै पढ्नु

くろうする［えいごに～］（苦労する［英語に～］） दु:ख गनुŊ ［अंŤेजीमा～］

たいちょう（体調） ˢा˕

スリッパ चɔल

ティッシュ िट˟ु

タグ Ǩाग

ジャケット Ǜाकेट

たたみ（畳） जापानी सुकुल

～えんさつ（～円札） ～पैसाको नोट

くしゃくしゃになる कǉाक कुचुſ गनुŊ

チェックシート

からからになる सुƀा Šनु

作文

しん डाँठ

とがった चुǄो

つける［なまえを～］（［名前を～］） रा̏नु ［नाम～］

へんこうする（変更する） पįरवतŊन गनुŊ

いまでは（今では） अिहलेसʃमा



第７課

本文

おんだんか（温暖化） िवʷʩापी उˁता, वािमŊǀ

さばくか（砂漠化） मरभुिमकरण

じぶんたち（自分たち） आफूहŜ

まもる（守る） संरƗण गनुŊ

～というN ～भɄे N

いしき（意識） चेतना

うまれる［いしきが～］（生まれる［意識が～］） आउनु ［चेतना～］

いぜん（以前） पिहला िवगत

かんがえ（考え） िवचार

リサイクルうんどう（リサイクル運動） पुन:Ůयोगमा ʞाउने कायŊ

～のだ 「～んです」 को सामाɊ ˢŜप (कुनै िचजको वयान गनŊ Ůयोग)

じゅうぶん（十分） पयाŊɑ

しちょうそん（市町村） नगरपािलका

～とよびかける（～と呼びかける） ～भनेर बोलाउनु

しんぶんし（新聞紙） पिũका

こんかい（今回） यस पटक

じかい（次回） पिछʟो पटक

学習項目

きゅうか（休暇） छुिǥ

まえもって अगािड नै

学習項目の練習

～じだい（～時代） ～काल युग

エンジニア ईİ̢जिनयर

けんしゅう（研修） ŮिशƗण तािलम

おうえんソング（応援ソング） समथŊन िगत

めいしょ（名所） ŮिसȠ ˕ान

ちゅうこ（中古） अŜले Ůयोग गįरएको सामान

ひがえりりょこう（日帰り旅行） एक िदनको űमण

ためる बचत गनुŊ

にほんごのうりょくしけん（日本語能力試験） जापानी भाषा Ůवीणता पįरƗा

がんしょ（願書） आवेदन फाराम

デジタルカメラ िडिजटल Ɛामेरा

えいがかん（映画館） िसनेमा हल, चलिचũ देखाउने ठाउँ

おねがい（お願い） अनुरोध

せんもんがっこう（専門学校） ʩवसाियक िवȨालय

そろえる संकलन, तयार गनुŊ



作文

しようずみ（使用済み） Ůयोग गįरसकेपिछ

しょくようあぶら（食用油） पकाउन िम̵ने तेल

ペットボトル ɘािʼकको बोतल

ぎゅうにゅうパック（牛乳パック） दुधको ɗाकेट

コピーようし（コピー用紙） फोटोकिप गनő कागज

トイレットペーパー तोइलेत पेपर

しげんごみ（資源ごみ） पुन:Ůयोग गनŊ िम̵ने फोहोर

たとえば（例えば） उदाहरण, जˑै

リサイクルボックス पुन:Ůयोग गनŊ िम̵ने सामान राƣे बाकस

第８課

話しましょう

あいづち कुराकानी गदाŊ टाउको हʟाएर संकेट िदनु

本文

うなずく कुराकानी गदाŊ टाउको हʟाएर संकेट िदनु

あいず（合図） संकेट गनुŊ

だから ȑिह भएकोले

さんせいする（賛成する） सहमत Šनु

ふあんな（不安な） िचİȶत

ごかいする（誤解する） गलत अथŊ लाưु

だまる（黙る） चुप लाưु

うつ［あいづちを～］（打つ） िदनु ［संकेट～］

さまざまな िविभɄ

おしゃべり कुरा गनुŊ

学習項目の練習

ながす［おんがくを～］（流す［音楽を～］） बजाउनु ［संगीत～］

はつげんする（発言する） भɄु

うんてんめんきょ（運転免許） सवारी साधन अनुमित पũ

とる［うんてんめんきょを～］（取る［運転免許を～］）िलनु ［सवारी साधन अनुमित पũ～］

たずねる（訪ねる） भेट्न जानु, हेनŊ जानु

うちのこ（うちの子） मेरो बǄा

いわかん（違和感） अ̪Ǭारो

もつ［いわかんを～］（持つ［違和感を～］） Šनु ［अ̪Ǭारो～］

がいしゅつする（外出する） बािहर जानु

きっさコーナー（喫茶コーナー） किफ कनŊर

ラーメン झोल चाउचाउ, रामेन

かてい（家庭） पįरवार

ごちそうになる भोज खानु



アジアぶんがく（アジア文学） एिशया सािहȑशा˓

はくしろんぶん（博士論文） डाƃरी शोध

さっか（作家） लेखक

ベストセラー सवाŊिधक िबŢी भएको पुˑक

れんらくしゅだん（連絡手段） खबरगनő तįरका

作文

オーケー Š̢छ

みぶり（身振り） हाउभाउ, इसारा

はんたいに（反対に） िवपरीत, उʐोपाʐो

くび（首） घाँिट

ふる［くびを～］（振る［首を～］） हʟाउनु ［घाँिट～］

第９課

話しましょう

おとこ（男） केटा

おんな（女） केिट

本文

じょせい（女性） मिहला

しょくば（職場） काम गनő ठाँउ

だんせい（男性） पुŜष

かんごふ（看護婦） नसŊ केिट

ほぼ（保母） बǄा हेनő नसŊ

しょくぎょう（職業） पेशा

めいしょう（名称） नाम

かんごし（看護師） नसŊ केटा

ほいくし（保育士） बǄा हेनő िशƗक

けんちく（建築） भवन िनमाŊण

うんてんしゅ（運転手） चालक

しゃしょう（車掌） कȵƃर

だんじょ（男女） केटाकेिट

くべつ（区別） छुǨाउनु

めをむける（目を向ける） हेनुŊ

かじ（家事） घरको काम

ろうどう（労働） ŵम

～ていど（～程度） ～जिȅ

ちょうさけっか（調査結果） सवőƗण पįरणाम

AではなくB A नभई B

すすんで अगािड बढ्नु

ぶんたんする（分担する） भाग बांड्नु



ともばたらき（共働き） ŵीमान ŵीमित दुबैको काम

しょくじづくり（食事作り） खाना बनाउनु

けんちくげんば（建築現場） भवन िनमाŊणगनő ˕ान

よびな（呼び名） बोलाउने नाम

学習項目の練習

ふきゅう（普及） फैिलनु

たいりょく（体力） बल

げつ・すい・きん（月・水・金） सोम・बुध・शुŢ

うむ（生む） पाउनु

ようび（曜日） बार

しょうしか（少子化） बǄा कम Šनु

ひとりぐらし（一人暮らし） एƑै ब˘ु

めい भितजी

おい भितजा

にがてな（苦手な） कमजोर

コック भाɌे, कुक

しまぐに（島国） टापुको देश

～にわかれる（～に分かれる） ～मा छुिǥनु

なんぼく［にながい］（南北［に⾧い］） दिƗण उȅर ［मा लामो］

ゆみ（弓） धनुष

～のようなかたち（～のような形） ～को जˑो

きこう（気候） जलवायु, हावापानी

おんだんな（温暖な） Ɋानो

ちほう（地方） Ɨेũ

1ねんじゅう（1年中） 1 बषŊ भरी

どくとくな（独特な） अŜभȽा फरक

ぎょうじ（行事） कायŊŢम

たいりく（大陸） महादेश

はんとう（半島） Ůायȣीप

とうざい（東西） पुवŊ पिʮम

うき（雨季） बषाŊऋतु

かんき（乾季） सुơा याम

ねったい（熱帯） उˁ, एकनाशको ताप

スコール अचानक आउने आँधीको झोſा

かくす（隠す） लुकाउनु

じょうし（上司） उǄ पद, आफूभȽा ठूलो मा̢छे

ちこくする（遅刻する） िढला गनुŊ

ぶんべつする（分別する） छुǨाउनु

ボランティアかつどう（ボランティア活動） ˢयंसेवक कायŊ



いつまでも जिहलेपिन

いくじきゅうか（育児休暇） बǄा ŠकाŊउनको लािग पाइने िबदा

ねぼうする（寝坊する） अबेर सʃ सुȉु

チェックシート

うまれる［もんだいが～］（生まれる［問題が～］） आउनु ［सम˟ा～］

作文

しかたがない केिह गनŊ नसƋु

たしかに（確かに） साँİǄकै

りょうほう（両方） दुबैतफŊ बाट

したがって ȑस अनुसार

第10課

話しましょう

けいご（敬語） आदरराथŎ भाषा

本文

みだれる（乱れる） गडबड Šनु

かんじる（感じる） अनुभव गनुŊ

ば［しょくじの～］（場［食事の～］） ˕ान ［खाना खाने～］

ほんらい（本来） मूलत

へんかする（変化する） पįरवतŊन गनुŊ

きにする（気にする） िचȅ दुखाउनु

このきかいに（この機会に） यस अवसरमा

わだい（話題） चचाŊको िवषय

ロケち（ロケ地） छायाँकन गनő ˕ान

学習項目

こうちょうせんせい（校⾧先生） Ůधान अȯापक

ふくこうちょうせんせい（副校⾧先生） उपŮधान अȯापक

ていねいに（丁寧に） िवनŲपूवŊक

学習項目の練習

クラスわけ（クラス分け） कƗा छुǨाउनु

けっか（結果） नितजा

いきかた（生き方） िजवन िबताउने तįरका

はなしあい（話し合い） छलफल

そうべつかい（送別会） िबदाइ गनुŊ

わける（分ける） छुǨाउनु

きょうじゅ（教授） Ůाȯापक

つうしんはんばい（通信販売） अनलाइन िबिŢ

しょくひん（食品） खाना

あおいろエルイーディー（青色LED） िनलोरंगको एलइिड बिȅ



たんじかんに（短時間に） छोटो समयमा

マイカー आ̫नो गािड

バスツアー बसबाट űमण

カーシェアリング गािड सामुिहक Ŝपमा Ůयोग गनुŊ

そうちょうしゅっきんする（早朝出勤する） िबहान िछटो कायाŊलय जानु

とつぜん（突然） अक˝ात

はなびら（花びら） फूलको पũ

まいおちる（舞い落ちる） फटफटाएर झनुŊ

とぶ（飛ぶ） उड्नु

きしょうえいせい（気象衛星） मौसमी उपŤह

じじつ（事実） तȚ

あずかる（預かる） िलएर रा̏नु

そんけい（尊敬） सʃानपूणŊ

けんじょう（謙譲） नŲ

もはんてきな（模範的な） नमुना, उदाहरण

しご（私語） खुसखुस कुरा गनुŊ

いやがる（嫌がる） मननपराउन्

きょうかしょ（教科書） पाǬपुˑक

ひょうご（標語） आकषŊक छोटो वाƐांश, ˠोगन

作文

～ようだった ～भान भयो, आभास भयो


